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南インド洋の亜熱帯ダイポールモード現象は 
アフリカ南部の降雨と関係 

Close Relation between Indian Ocean Subtropical Dipole and 
Heavy Precipitation in Southern Africa  

2008/09年の夏に発生した亜熱帯ダイポールモード現象は、その夏の洪水の一因であると考
えられている。The Subtropical Dipole Mode occurred in 2008-09 austral summer 

seems to be  closely related to severe floods in the southern African region 

海面水温偏差（2008年12月下旬）  
SST anomaly in Dec. 2008 

降水量偏差 



アフリカ南部における環境問題に適用可能な季節気候予測システムの能力強化 

領域モデルによるアフリカ 

南部の地域気候変動予測 

大気海洋結合モデルによる 
広域気候変動予測 

メカニズムの解明 
予測可能性の評価 

大気海洋結合モデルの
高精度化 

早期予測 
システム 
の改良 

研究者ネットワークの構築 

地球規模課題対応 
国際科学技術協力事業 

Clarifying mechanisms Global prediction using CGCM Improving CGCM 

Building research networks 
Regional prediction 

Contributing to enhancement of seasonal prediction capacity in southern Africa 

SATREPS 

プロジェクトの全体像 Overview of the project 



 

アフリカ南部に異常気象をもたらす南大西洋(および南インド
洋）亜熱帯ダイポールモード現象のメカニズムを解明 

Generation Mechanism of the Subtropical Dipole 
 

南大西洋亜熱帯ダイポールモード現象 
に伴う海面水温偏差 

SST anomaly of the Subtropical Dipole 

南大西洋亜熱帯ダイポールモード現象 
のメカニズム（模式図） 

Schematic picture of generation mechanism 



亜熱帯ダイポールモード現象-の予測可能性を世界で初めて示す 
First demonstration of predictability of the Subtropical Dipole 



2010年12月〜2011年1月の南アフリカにおける 
大雨を半年以上も前から予測 

Successful prediction of anomalous rainfall during summer in 
2010/2011 

2010年4月に2010年12月〜2011年2月の 
降水量を予測した結果 



自動気象観測装置の設置 
Implementing Automated Weather stations for Validation 

季節予報モデルや 
ダウンスケーリングモデルの 
詳細な検証が可能に！ 



COP17@ダーバンでのサイドイベント 
Side event at COP17 in Durban 

NHK BS1、 
NHK World 
でも報道 



相手国の主要な研究機関紙への寄稿 
Contribution to Science Scope in South Africa 



マルチモデルアンサンブル気候予測を用いた豊かな応用分野 
Rich Application of  Seasonal Prediction of Multi-model Ensemble 

•農業、感染症（マラリア、リフトバレー熱等）対策、ダム管理への応用 

•気候情報を利用する企業（天候デリバティブ、貿易、農業、観光）との連携 

南アフリカの季節予報システム 



相手国におけるキャパシティデベロップメント 
『レクチャー・シリーズによる人材育成への貢献』 

Climate lecture series at several universities in South Africa 

実施機関：University of Pretoria、University of Cape Town、University of 
Western Cape、Cape Peninsula University of Technology、Rhodes University、
University of Fort Hare、Walter Sisulu University、South African Weather 
Service （計８機関） 



相手におけるキャパシティデベロップメント 
『ダウンスケーリングモデルの導入』 

Implementation of a regional model for downscaling 

領域大気モデル 

ダウンスケーリング用の領域大気 
モデルをプレトリア大学の 

ワークステーションにインストール。 

１年先までの気候予測を 
30km間隔で行えるようになる。 



相手におけるキャパシティデベロップメント 
『季節予報用の大気海洋結合モデルの導入』 

Implementation of a coupled ocean-atmosphere model  
for seasonal prediction 

SATREPSのおかげで、 
大気海洋結合モデルによる 
季節予報をアフリカ大陸で 
初めて行えるようになる。 

季節予報用の大気海洋結合 
モデルをCSIRのワークステーション 
にインストール。 

JST＆世界銀行情報センター（PIC東京）共催 
写真 パネル展＆コーヒーアワー（10/6/2011） 
「人工地球で南アフリカの農業が変わる」 



キャパシティデベロップメント 
『南アフリカ側学生の日本での研修』 

Research ｔraining in Japan 



キャパシティデベロップメント 
『Dr. Babatunde Abiodun（南アフリカ側若手研究者）の受賞』 

Success story in capacity building 



日本側学生の国際性涵養 
Internationality development of young Japanese student 

東京大学の大学院生（森岡優志）は、本課題の研究を通して、 
４本もの論文を在学中に執筆 

学位を取得し、ポスドク研究員として国内外で活躍、現在JAMSTEC研究員 

南アフリカ大気科学学会で 
本課題の研究成果を発表 

プレトリア大学で南アフリカ側 
研究者とディスカッション 



Rich interaction 
among scientists and policy makers 

in many places 



Climate prediction system (Earth observation, understanding and  modeling) 

Prediction and validation 

Information delivery  and  application to societal activities 

Agriculture Water resources Production  Human health Safety 

For realization of  sustainable well-being  and human 
security on our unique habitable planet by developing 
seasonal prediction and its application 

かけがえのない地球に良き生と人間安全保障の実現を目指して 

Insurance 

http://www.jamstec.go.jp/jamstec-j/PR/0610/1016/index.html

